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第

回
通
常
総
会
を
開
催

７５
永
年
勤
続
者
表
彰
式
・
懇
親
会
も
実
施

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
５
月

日
、上
野
東
天
紅
で
第

回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

１０

７５

今
総
会
は

回
目
と
い
う
記
念
す
べ
き
回
で
あ
っ
た
こ

７５

と
か
ら
、
東
天
紅
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
総
会
で
は
全

議
案
が
承
認
さ
れ
た
の
に
加
え
、
終
了
後
に
は
来
賓
に

よ
る
講
演
も
実
施
さ
れ
た
。さ
ら
に
永
年
勤
続
者
表
彰
、

懇
親
会
も
行
わ
れ
、
盛
大
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
（
写
真

は
電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２
４

の
開
会
式
）。
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総
会
の
開
催
に
当
た
り
、
屋
宮

芳
高
理
事
長
は
次
の
よ
う
に
挨
拶

し
た
。

●
屋
宮
理
事
長
挨
拶

「
今
回
、第

回
と
い
う
節
目
の

７５

総
会
を
開
催
す
る
に
当
た
り
、
記

念
す
べ
き
総
会
と
い
う
こ
と
で
、

東
天
紅
で
総
会
を
開
催
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

年
と
言
う
と
私

７５

の
人
生
よ
り
も
長
く
、
組
合
の
運

営
を
考
え
る
と
、
我
々
の
諸
先
輩

の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
、
感
謝
を

し
て
い
る
。

組
合
を
今
ま
で
以
上
に
継
続
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し

た
い
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
が
感
染
症
法
上第７５回通常総会を開催

屋宮理事長

の
分
類
で
５
類
に
移
行
し
、
１
年

が
経
っ
た
。
世
の
中
の
動
き
が
通

常
に
な
り
、
こ
う
い
っ
た
総
会
や

イ
ベ
ン
ト
、
あ
る
い
は
懇
親
会
な

ど
が
ほ
ぼ
通
常
の
よ
う
に
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

あ
ま
り
表
に
は
出
て
い
な
い
が
、

我
々
の
業
界
で
も
今
年
に
入
っ
て

コ
ロ
ナ
に
罹
っ
た
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
見
受
け
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
気
を
付
け
て
過
ご
し
て

い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。

我
々
の
業
界
に
関
し
て
も
、
コ

ロ
ナ
が
解
消
さ
れ
、
商
品
等
の
流

通
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
き
た
よ

う
に
感
じ
る
。

し
か
し
、
お
客
様
、
我
々
商
社
、

ま
た
メ
ー
カ
ー
の
中
で
在
庫
が
積

み
上
が
り
、
な
か
な
か
通
常
の
状

態
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
が
我
々

の
業
界
の
状
況
か
と
思
う
。

我
々
の
業
界
と
し
て
は
、
経
済

産
業
省
が
半
導
体
と
い
う
も
の
を

戦
略
物
資
と
し
て
捉
え
、
で
き
る

だ
け
力
を
入
れ
て
販
売
を
し
、
生

産
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
中
で
国
の
政
策
に
則
っ
て
、

我
々
も
で
き
る
だ
け
お
客
様
に
安

定
し
た
供
給
を
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
人
手
不
足
等
の
問
題
も
あ

る
。我
々
の
業
界
で
も
人
を
集
め
、

貢
献
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
こ

と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

働
き
た
く
な
る
よ
う
な
業
界
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
」。

こ
の
後
、
渡
辺
勤
事
務
局
長
が

総
組
合
員
数
１
１
６
名
の
内
、
出

席
者
が

名
、
委
任
状
提
出
者
が

３３

名
、
計

名
と
な
り
、
総
会
が

４２

７５

成
立
す
る
こ
と
を
報
告
。

議
長
に
は
屋
宮
理
事
長
が
選
出

さ
れ
、
総
会
が
開
始
さ
れ
た
。

事
業
報
告

事
業
活
動
の
概
況
に
関
す
る
事
項

１�

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
主

要
な
事
業
内
容
及
び
経
過
状
況

（
１
）
組
合
及
び
組
合
員
を
取
り

巻
く
経
済
情
勢

第
１
号
議
案
の
「
令
和
５
年
度

事
業
報
告
書
及
び
決
算
関
係
書
類

承
認
の
件
」
で
は
、
市
況
・
事
業

活
動
の
概
況
を
小
池
一
義
副
理
事
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伊佐野監事

松本副理事長 小池副理事長

鳥居会計理事

藤巻理事 �口理事

長
が
「
電
子
や
制
御
の
技
術
の
役

割
は
、
一
層
、
重
要
性
を
増
し
て

い
る
」
な
ど
と
状
況
を
報
告
。

（
２
）
共
同
事
業
の
実
施
状
況

①
共
同
購
買
事
業

当
組
合
と
都
市
近
代
化
事
業
協

同
組
合
の
間
で
、
ガ
ソ
リ
ン
・
軽

油
等
の
購
入
業
務
提
携
、
自
動
車

共
済
保
険
等
を
実
施
。

②
保
険
事
業

当
組
合
企
業
の
社
員
に
対
す
る

団
体
労
働
災
害
保
険
契
約
を
、
石

黒
保
険
事
務
所
と
契
約
し
て
、
団

体
扱
い
保
険
料
で
実
施
。

各
委
員
会
か
ら
の
活
動
報
告

各
委
員
会
報
告
は
、
報
告
書
に

基
づ
き
、
各
委
員
会
の
委
員
長
か

ら
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
た
。

○
組
織
委
員
会（
�
口
亘
委
員
長
）

Ｔ
Ｅ
Ｐ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
Ｔ
Ｅ

Ｐ
活
用
ガ
イ
ド
を
有
効
活
用
し

て
、
組
合
活
動
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
た
。

①
年
金
・
経
済
講
演
会
を
東
京
都

電
機
企
業
年
金
基
金
と
令
和
５
年

９
月
５
日
に
共
催
。

②
組
合
講
演
会
を
令
和
５
年

月
１１

９
日
に
開
催
。「
相
続
税
・
贈
与
税

の
税
制
改
正
及
び
事
業
承
継
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
。

�
機
関
紙
『
東
京
電
機
卸
』
を
令

和
５
年
４
月
、
６
月
、

月
、
令

１０

和
６
年
１
月
の
年
４
回
発
行
。

○
教
育
情
報
委
員
会
（
藤
巻
宏
直

委
員
長
）

組
合
加
入
会
社
に
入
社
し
た
社

員
の
継
続
的
研
修
会
を
開
催
し

た
。
ま
た
営
業
等
、
特
化
し
た
研

修
会
を
開
催
し
た
。

①
第

回
新
鋭
社
員
教
養
講
座
を

６６

令
和
５
年
４
月
３
日
に
開
催
。

②
第

回
新
鋭
社
員
早
期
戦
力
化

４７

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
令
和
５
年
４
月
４

日
〜
６
日
に
掛
け
て
開
催
。

③
第

回
新
鋭
社
員
１
年
後
フ
ォ

１８

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
令
和
５
年

４
月

日
に
開
催
。

１１

④
第

回
新
鋭
社
員
６
カ
月
後

３４

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
令
和

５
年
９
月
４
日
に
開
催
。

⑤
営
業
の
た
め
の
商
談
折
衝
力

ア
ッ
プ
研
修
会
を
令
和
５
年

月
１１

日
に
開
催
。

１７⑥
女
性
社
員
＆
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

ス
キ
ル
マ
イ
ン
ド
向
上
研
修
会
を

令
和
６
年
２
月

日
に
開
催
。

１６
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○
会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
（
市
村

康
徳
委
員
長
）

団
体
傷
害
保
険
を
活
用
し
、
団

体
割
引
労
働
災
害
保
険
へ
の
加
入

促
進
を
実
施
。
ま
た
、
組
合
加
入

会
社
社
員
の
永
年
勤
続
表
彰
等
も

行
っ
た
。

①
令
和
５
年
度
労
働
災
害
補
償
制

度
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
加
入
会

社
が
５
社
、
加
入
者
数
３
３
７

名
。

②
第
１
０
８
回
（
春
季
）
親
善
野

球
大
会
が
令
和
５
年
４
月
２
日
〜

５
月

日
の
日
程
で
開
催
。

１４

③
第
１
０
９
回
（
秋
季
）
親
善
野

球
大
会
が
９
月
３
日
〜

月

日

１０

２２

の
日
程
で
開
催
。

④
永
年
勤
続
社
員
表
彰
が
令
和
５

年
５
月

日
に
開
催
さ
れ
た
。
表

１２

彰
者
の
内
訳
は
、
勤
続
年
数

年
１０

以
上
は
６
社
８
名
、

年
以
上
は

２０

３
社
５
名
、

年
以
上
は
４
社
４

３０

名
と
な
っ
た
。

⑤
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｄ
×
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
令
和
６
年

２
月
８
日
、
香
港
貿
易
発
展
局
、

全
国
電
子
部
品
流
通
連
合
会
（
Ｊ

Ｅ
Ｐ
）、Ｔ
Ｅ
Ｐ
の
共
催
で
リ
ア
ル

と
Ｗ
ｅ
ｂ
で
実
施
。

○
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
（
花

岡
克
己
委
員
長
）

各
種
展
示
会
に
参
画
し
た
。

①
Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ

＆

Ｕ

ｎ
ｉ
ｔ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
（
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
）で
は
、電
子
機
器
ト
ー

タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２

３
が
令
和
５
年
５
月

日
〜
６
月

３１

江見ＪＥＰ副会長

花岡理事 市村理事

橋北調査役

伊東所長

２
日
に
開
催
さ
れ
、
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ

ｈ
ｏ
ｗ
と
し
て
運
営
参
画
し
、
Ｔ

Ｅ
Ｐ
か
ら

社

小
間
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ

１０

２０

か
ら
７
社

小
間
が
参
加
。

１５

②
Ｊ
Ｅ
Ｐ
が
参
画
す
る
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
２
０
２
３
が
、
令
和
５
年
１０

月

日
〜

日
に
幕
張
メ
ッ
セ
で

１７

２０

開
催
さ
れ
、
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
担
当

と
し
て
企
画
、
運
営
を
行
っ
た
。

●
そ
の
他
の
事
業

そ
の
他
の
事
業
で
は
、
新
年
名

刺
交
換
会
を
日
本
電
化
協
会
と
令

和
６
年
１
月

日
に
共
催
。

１０

決
算
関
連
報
告

決
算
関
連
報
告
で
は
、
鳥
居
和

久
会
計
理
事
が
令
和
５
年
度
決
算

報
告
と
令
和
５
年
度
剰
余
金
処
分

承
認
の
件
を
説
明
。

ま
た
監
査
報
告
で
は
、
伊
佐
野

勝
利
監
事
か
ら
適
正
に
監
査
を

行
っ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

令
和
６
年
度
事
業
計
画

第
２
号
議
案
の
「
令
和
６
年
度
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事
業
計
画
」、「
収
支
予
算
並
び
に

経
費
の
賦
課
金
額
及
び
徴
収
方
法

決
定
の
件
」
は
、
小
池
副
理
事
長

が
「
当
組
合
で
は
、
各
委
員
会
へ

の
積
極
的
な
活
動
参
加
に
よ
り
新

た
な
事
業
の
創
設
や
組
合
員
相
互

の
意
思
疎
通
と
加
入
企
業
の
経
営

に
貢
献
で
き
る
参
加
型
事
業
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
組
合
の
役

割
を
達
成
し
た
い
」
な
ど
と
事
業

計
画
案
を
説
明
。
ま
た
次
の
基
本

方
針
も
説
明
し
、
承
認
さ
れ
た
。

基
本
方
針

１�

組
合
員
企
業
の
健
全
な
る
発

展
に
寄
与
で
き
る
組
織
の
確
立
と

時
流
に
適
応
し
た
委
員
会
活
動
の

推
進

２�

環
境
変
化
に
適
応
で
き
る
研

修
会
の
充
実

３�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
機
関
誌

『
東
京
電
機
卸
』
を
活
用
し
た
情

報
提
供

４�

関
係
団
体
と
の
協
調
に
よ
る

事
業
の
推
進

５�

経
営
者
相
互
の
交
流
に
よ
る

情
報
交
換
と
見
識
の
拡
大

１�

理
事
会
の
開
催

令
和
６
年
４
月
、
５
月
、
７
月
、

月
、
令
和
７
年
１
月
（
上
記
の

１１他
、
必
要
に
応
じ
随
時
）

２�

正
副
理
事
長
・
委
員
長
会
議

令
和
６
年
４
月
、
７
月
、

月
、

１１

令
和
７
年
１
月
（
上
記
の
他
、
必

要
に
応
じ
随
時
）

３�

専
門
委
員
会

専
門
委
員
会
ご
と
、
ま
た
は
合

同
で
随
時
、
開
催
。

委
員
会
活
動

会
員
企
業
の
発
展
・
改
革
に
寄

与
し
、
各
委
員
会
活
動
計
画
を
正

副
理
事
長
・
委
員
長
会
議
に
て
総

合
調
整
を
行
い
組
合
事
業
と
し
て

推
進
す
る
こ
と
を
説
明
。

そ
の
内
容
と
し
て
は
、

・
会
員
企
業
の
経
営
支
援
、
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
広
報
、
組
織
改
革
、
他
団
体
と

連
携
し
組
織
の
活
性
化

・
未
来
に
向
け
た
事
業
振
興
事
業

理
事
会
、
正
副
理
事
長
・
委
員
長

会
議
・
専
門
委
員
会
の
開
催

の
推
進

ま
た
各
委
員
会
の
活
動
内
容
は

次
の
通
り
。

○
組
織
委
員
会

１

会
員
増
強

２

Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
機
関
誌
・
活
用
ガ

イ
ド
等
に
よ
る
広
報

３

行
政
・
他
団
体
等
と
の
連
携

４

組
合
組
織
の
改
革

５

そ
の
他
必
要
事
業
の
実
施

○
教
育
情
報
委
員
会

１

教
育
・
情
報
提
供
・
視
察

２

そ
の
他
必
要
事
業
の
実
施

○
会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
会

１

会
員
サ
ー
ビ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
・

交
流

２

全
国
電
子
部
品
流
通
連
合
会

（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
と
の
連
携

３

会
員
間
の
交
流

４

電
子
部
品
業
界
の
今
後
に
向

け
て

５

そ
の
他
必
要
事
業
の
実
施

○
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会

１

展
示
会

２

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
担
当
と
し
て

の
役
割

３

最
新
技
術
・
求
め
ら
れ
る
こ

と
へ
の
対
応

４

Ｅ
Ｃ
化
に
向
け
て
検
討

５

付
加
価
値
の
創
造
へ
の
対
応

６

そ
の
他
必
要
事
業
の
実
施

永
年
勤
続
者
代
表
の
金
子
氏（
花

岡
無
線
電
機
）と
屋
宮
理
事
長（
右
）
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こ
の
後
、
鳥
居
会
計
理
事
が
令

和
６
年
度
収
支
予
算
案
と
令
和
６

年
度
組
合
賦
課
金
額
及
び
徴
収
方

法
案
に
つ
い
て
説
明
し
、
承
認
。

第
３
号
議
案
の
「
理
事
及
び
監

事
報
酬
決
定
の
件
」
で
は
、
無
報

酬
と
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

来
賓
挨
拶
・
来
賓
講
演
も
開
催

続
い
て
、
来
賓
の
東
京
都
中
小

企
業
団
体
中
央
会
調
査
役
の
橋
北

隆
氏
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
副
会
長
の
江
見
佳

之
氏
、
香
港
貿
易
発
展
局
東
京
事

務
所
所
長
の
伊
東
正
裕
氏
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
日
本
電
子
回
路
工
業
会
事

務
局
長
の
高
原
邦
夫
氏
か
ら
祝
辞

と
共
に
、
特
別
講
演
会
が
開
催
さ

れ
た
（
７
ペ
ー
ジ
掲
載
）。

永
年
勤
続
表
彰
を
実
施

こ
の
後
、
永
年
勤
続
者
表
彰
感

謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。

屋
宮
理
事
長
は
「
こ
れ
か
ら
も

業
界
の
発
展
の
た
め
に
、
後
輩
へ

の
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
」
な
ど
と
語
り
、
第

回

年

６６

１０

以
上
勤
続
表
彰
で
は
６
社

名
、

１５

第

回

年
以
上
勤
続
表
彰
で
は

５５

２０

３
社
９
名
、
第

回

年
以
上
勤

４６

３０

続
表
彰
で
は
４
社
８
名
を
表
彰
し

た
。
な
お
表
彰
状
は
、
永
年
勤
続

者
代
表
と
し
て
花
岡
無
線
電
機
の

金
子
剛
氏
が
受
け
取
っ
た
。

こ
の
後
、
松
本
年
生
副
理
事
長

が
参
加
者
へ
の
お
礼
を
語
っ
た

後
、「
永
年
勤
続
表
彰
の
皆
様
、
本

日
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
の
長
年
の
仕
事
が
、
会

社
の
成
長
に
貢
献
し
て
い
る
。

こ
の
日
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
会

社
の
仕
事
は
自
分
、
家
族
、
会
社
、

社
会
の
た
め
に
な
る
。
健
康
に
気

を
つ
け
、
精
進
し
て
ほ
し
い
」
と

語
り
、
表
彰
式
が
終
了
し
た
。

懇
親
会
も
開
催

続
い
て
、
会
場
を
移
し
て
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
藤
巻
理
事
が
「
皆
様
の

ご
協
力
で
無
事
に
総
会
を
終
了
で

き
た
。
ま
た
、
永
年
勤
続
表
彰
の

皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
間
は
お
集
り
の

皆
様
の
絆
を
深
め
る
時
間
に
な

る
。
懇
親
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

健
康
を
第
一
に
、
電
子
・
電
機

業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
」
と

挨
拶
の
乾
杯
を
し
て
、
懇
親
会
が

ス
タ
ー
ト
。
会
場
で
は
大
い
に
賑

わ
い
を
見
せ
た
。

最
後
に
�
口
理
事
が
「
懇
親
会

で
の
皆
さ
ん
の
歓
談
の
様
子
を
見

て
、
ホ
ッ
と
す
る
よ
う
な
時
間
を

過
ご
せ
た
。

振
り
返
る
と
、
厳
し
い
状
況
が

あ
っ
た
。
景
気
は
繰
り
返
す
も
の

だ
と
思
う
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

藤巻理事の乾杯で懇親会開始

�口理事が中締めを行った

て
こ
そ
の
企
業
経
営
か
と
思
う
。

今
、
長
い
目
で
見
る
と
追
い
風

な
ん
だ
ろ
う
と
思
う
。
一
進
一
退

を
繰
り
返
し
、
そ
う
い
う
方
向
に

進
む
と
思
う
。

半
導
体
の
装
置
の
お
客
様
に
お

会
い
し
た
の
だ
が
、
回
復
傾
向
に

あ
る
が
、
今
す
ぐ
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。
今
は
こ
れ
を
待

ち
た
い
」な
ど
と
中
締
め
を
行
い
、

笑
顔
の
中
で
懇
親
会
が
終
了
し

た
。
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来
賓
に
よ
る
特
別
講
演
会

半
導
体
の
情
報
や
日
本
の
強
み
も
提
案

総
会
で
は
、
来
賓
の
日
本
電
子

回
路
工
業
会
事
務
局
長
の
高
原
邦

夫
氏
が
、
次
の
よ
う
に
特
別
講
演

会
を
行
っ
た
。

我
々
の
中
で
、
半
導
体
に
近
い

領
域
で
、
ど
う
半
導
体
を
取
り
込

む
の
か
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。

国
内
の
プ
リ
ン
ト
配
線
で
は
、

半
導
体
を
乗
せ
る
た
め
の
基
盤
を

作
る
数
社
の
生
産
額
が
、
そ
れ
以

外
の
基
盤
を
作
る
約
２
０
０
社
の高原事務局長

生
産
額
を
上
回
る
。
半
導
体
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
は
、
日
本

メ
ー
カ
ー
が
入
っ
て
い
な
い
。
日

本
は
ど
こ
で
勝
負
す
る
か
だ
が
、

よ
く「
材
料
や
装
置
、こ
う
い
っ
た

す
り
合
わ
せ
る
技
術
が
強
み
」
と

言
わ
れ
る
が
、
本
当
だ
ろ
う
か
？

今
の
プ
レ
ー
ナ
型
半
導
体
の
作

り
は
、

ｎ
ｍ
か
ら

ｎ
ｍ
、
こ

９０

２８

れ
が
３
次
元
構
造
の
半
導
体
は
１６

ｎ
ｍ
か
ら
３
ｎ
ｍ
。
３
次
元
構
造

の
半
導
体
は
、
上
下
方
向
に
重

な
っ
て
何
倍
も
の
機
能
と
な
る
。

３
次
元
構
造
半
導
体
は
、
Ｅ
Ｕ

Ｖ
と
い
う
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｌ
社
の
作
る
装

置
が
必
要
。
世
界
に
、
２
０
０
台

〜
３
０
０
台
の
Ｅ
Ｕ
Ｖ
が
あ
る
と

言
わ
れ
、
Ｅ
Ｕ
Ｖ
が
あ
る
か
、
使

い
こ
な
せ
る
か
が
重
要
と
な
る
。

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
、
Ｅ
Ｕ
Ｖ
を
技
術

者
が
力
づ
く
で
使
い
こ
な
し
、
最

先
端
の
半
導
体
を
作
っ
て
い
る
。

日
本
の
強
み
で
は
、基
盤
に
様
々

な
半
導
体
を
合
わ
せ
、
色
々
な
機

能
を
実
現
す
る
チ
ッ
プ
レ
ッ
ト
を

少
量
多
品
種
で
提
供
す
る
こ
と

が
、求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
い
う
訳
で
、
日
本
電
子
回

路
工
業
会
で
は
、
半
導
体
の
方
向

性
等
を
議
論
し
、
さ
ら
に
実
証
で

き
る
場
を
事
業
の
目
玉
と
し
て
行

い
た
い
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ

で
も
盛
り
込
ん
で
い
く
の
で
、
会

場
に
お
出
で
い
た
だ
き
た
い
。

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
４
／

月

日
開
幕

１０

１５

Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
会
場
で
会
員
名
簿
を
配
布
！

一
般
社
団
法
人
電
子
情
報
技
術

産
業
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）
は
、

幕
張
メ
ッ
セ
で

月

日
〜

日

１０

１５

１８

に
掛
け
て
、
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０

２
４
を
開
催
す
る
。

●
Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
ブ
ー
ス
出
展

全
国
電
子
部
品
流
通
連
合
会

（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
は
、
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

２
０
２
４
に
出
展
し
、
活
動
や
会

員
企
業
の
紹
介
が
行
え
る
『
Ｊ
Ｅ

Ｐ
会
員
名
簿
２
０
２
５
』
等
を
配

布
す
る
予
定
。

見
学
時
に
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
ブ
ー
ス

に
も
立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
。
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第
１
１
０
回
親
善
野
球
大
会

優
勝
は
ソ
ニ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
秋
葉
原
連
合
！

ト
シ
ン
・
グ
ル
ー
プ
と
ソ
ニ
ー
Ｍ
秋
葉
原
連
合
に
よ
る
決
勝
戦

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

第
１
１
０
回
親
善
野
球
は

チ
ー

２２

ム
が
参
加
し
、
２
０
２
４
年
４
月

７
日
に
大
宮
け
ん
ぽ
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
幕
、
５
月

日
に
決
勝
戦
が

１９

開
催
さ
れ
た
。

決
勝
戦
は
、
ト
シ
ン
・
グ
ル
ー

プ
と
ソ
ニ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
秋

葉
原
連
合
（
ソ
ニ
ー
Ｍ
秋
葉
原
連

合
）
が
ぶ
つ
か
り
、
ト
シ
ン
・
グ

ル
ー
プ
が
２
回
と
４
回
に
そ
れ
ぞ

れ
２
点
を
取
っ
た
。
ソ
ニ
ー
Ｍ
秋

市
村
委
員
長
が
優
勝
旗
を
授
与

葉
原
連
合
も
５
回
と
６
回
に
そ
れ

ぞ
れ
２
点
を
取
り
、
最
終
回
（
７

回
）
ま
で
４
対
４
で
進
行
し
た
。

そ
の
た
め
、
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
で

の
延
長
戦
と
な
り
、
先
行
の
ト
シ

ン
・
グ
ル
ー
プ
が
３
点
を
先
取
し

た
が
、
こ
の
回
の
裏
、
ソ
ニ
ー
Ｍ

秋
葉
原
連
合
が
４
点
を
取
り
、
優

勝
を
勝
ち
取
っ
た
。

こ
の
後
、
表
彰
式
で
は
市
村
康

徳
会
員
サ
ー
ビ
ス
委
員
長
が
「
熱

戦
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
多
く
、
見
入
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
試
合
だ
っ
た
。

決
勝
戦
は
ト
シ
ン
・
グ
ル
ー
プ

が
先
制
し
、
追
い
つ
き
、
追
い
越

さ
れ
の
試
合
展
開
。
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
ま
で
試
合
が
も
つ
れ
込
ん
だ
の

を
見
た
の
は
、
私
も
初
め
て
だ
。

ト
シ
ン
・
グ
ル
ー
プ
が
３
点
を
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取
り
、
こ
れ
で
決
ま
っ
た
か
と

思
っ
た
が
、
ソ
ニ
ー
Ｍ
秋
葉
原
連

合
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
打
点
劇
を

見
ら
れ
、
引
き
締
ま
っ
た
も
の
と

な
っ
た
。

角
田
無
線
電
機
と
秋
葉
Ｈ
Ｅ
Ｒ

Ｏ
Ｅ
Ｓ
に
よ
る
３
位
決
定
戦
は
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
展
開
で
、

懇
親
を
深
め
る
良
い
試
合
だ
っ

た
。
今
後
も
仕
事
と
同
様
に
野
球

も
切
磋
琢
磨
し
て
ほ
し
い
。

本
日
は
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た
」
と
語
り
、
優
勝
旗
と
ト
ロ

フ
ィ
ー
の
授
与
、
個
人
賞
の
表
彰

が
行
わ
れ
た
。

〈
団
体
賞
〉

○
優
勝
・
ソ
ニ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
秋
葉
原
連
合
（
ソ
ニ
ー
Ｍ
秋
葉

原
連
合
）

○
準
優
勝
・
ト
シ
ン
・
グ
ル
ー
プ

○
第
３
位
・
角
田
無
線
電
機

○
第
４
位
・
秋
葉
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｅ
Ｓ

〈
個
人
賞
〉

○
優
勝
監
督
賞
（
優
勝
チ
ー
ム
）

／
宇
恵
野
雅
彦
（
ソ
ニ
ー
Ｍ
秋
葉

原
連
合
）

○
殊
勲
賞
（
優
勝
チ
ー
ム
）
／
中

川
勝
利（
ソ
ニ
ー
Ｍ
秋
葉
原
連
合
）

○
最
優
秀
投
手
賞（
優
勝
チ
ー
ム
）

／
白
濱
哲
史
（
ソ
ニ
ー
Ｍ
秋
葉
原

連
合
）

○
敢
闘
賞
（
準
優
勝
チ
ー
ム
）
／

亮
木
大
洋
（
ト
シ
ン
・
グ
ル
ー
プ
）

○
敢
闘
賞
（
第
３
位
チ
ー
ム
）
／

堀
江
舟
平
（
角
田
無
線
電
機
）

○
敢
闘
賞
（
第
４
位
チ
ー
ム
）
／

山
崎
佑
馬（
秋
葉
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
）

優勝したソニーマーケティング秋葉原連合チーム

準優勝したトシン・グループチーム
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電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２
４

Ｅ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
で
各
社
が
ア
ピ
ー
ル

電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
展
２
０
２
４
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
）
が
６
月

日
〜

１２

１４

日
の
日
程
で
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
東
展
示
棟
で
開
催
さ
れ
た
。

初
日
に
は
開
会
式
が
行
わ
れ
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
も
実
施
。
東
京
都

電
機
卸
商
業
協
同
組
合（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）

と
全
国
電
子
部
品
流
通
連
合
会

（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
の
代
表
と
し
て
屋
宮

芳
高
理
事
長
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に

参
加
し
た
。

Ｔ
Ｅ
Ｐ
と
Ｊ
Ｅ
Ｐ
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ

Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
を
構
成
す
る
展
示

会
の
１
つ
で
あ
る
「
Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ

ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｎ

ｅ
ｎ
ｔ

＆

Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ

Ｓ
ｈ

ｏ
ｗ
（
略
称
は
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ

ｗ
）」
と
し
て
参
画
し
た
。

本
年
の
Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
に

は
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
か
ら
三
共
社
、
ジ
ュ

パ
、
メ
ト
ロ
電
気
、
ア
ー
ル
電
子
、

日
川
電
機
、
飯
田
通
商
、
グ
ロ
ー

バ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
コ
ア
ス

タ
ッ
フ
、
ノ
マ
電
気
の
９
社
が
参

加
。Ｊ

Ｅ
Ｐ
か
ら
は
、
岡
本
無
線
電

機
、
東
亜
無
線
電
機
、
Ｎ
Ｎ
Ｐ
、

ツ
ル
タ
制
御
機
器
、
成
電
社
の
５

社
が
参
加
。
昨
年
と
同
規
模
で
の

開
催
と
な
っ
た
。

加
え
て
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
・
Ｔ
Ｅ
Ｐ
と

し
て
も
ブ
ー
ス
出
展
し
、『
Ｊ
Ｅ
Ｐ

会
員
名
簿
２
０
２
４
』
と
エ
コ

バ
ッ
グ
を
配
布
す
る
こ
と
で
、
ど

の
よ
う
な
組
織
で
あ
る
の
か
を
伝

え
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
今
回
の
展
示

で
は
、
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
品
が
一

目
で
来
場
者
に
分
か
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
し
て

み
た
」、
ま
た
「
こ
の
展
示
会
が
技

術
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

て
い
る
。『
展
示
会
ま
で
に
こ
ん
な

提
案
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
』

な
ど
、
現
場
か
ら
積
極
的
な
声
が

出
て
い
る
」な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、

ス
タ
ッ
フ
が
積
極
的
に
来
場
者
に

声
を
掛
け
る
シ
ー
ン
も
多
く
見
ら

れ
た
。

ま
た
多
く
の
講
演
も
開
催
さ

れ
、「
Ａ
Ｉ
チ
ッ
プ
イ
ン
パ
ク
ト
で

半
導
体
、
実
装
基
板
は
一
大
飛
躍

の
時
代
を
迎
え
た
！
」、「
村
田
製

作
所
の
開
発
動
向
と
車
載
向
け
デ

バ
イ
ス
の
展
開
」、「
ス
ピ
ン
ト
ロ

ニ
ク
ス
省
電
力
半
導
体

〜
高
度

情
報
化
社
会
と
低
炭
素
社
会
へ
の

貢
献
〜
」、「
次
世
代
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
向
け
ア
ド
バ
ン
ス
ド
ヘ

飯
田
通
商

グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

コ
ア
ス
タ
ッ
フ

三
共
社

ア
ー
ル
電
子
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テ
ロ
ジ
ニ
ア
ス
イ
ン
テ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〜

ム
ー
ア
の
法
則
を
超
え
て
〜
」、

「
加
速
す
る
未
来
へ
の
挑
戦
：
Ｒ

ａ
ｐ
ｉ
ｄ
ｕ
ｓ
の
半
導
体
後
工
程

戦
略
」、「
Ａ
ｉ
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
融

合
す
る
未
来
〜
次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト

の
ビ
ジ
ョ
ン
〜
」
な
ど
の
興
味
深

い
基
調
講
演
も
行
わ
れ
た
。

ジ
ュ
パ

ノ
マ
電
気

日
川
電
機

メ
ト
ロ
電
気

Ｊ
Ｅ
Ｐ
・
Ｔ
Ｅ
Ｐ
ブ
ー
ス

Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
の
会
場
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発
行
人

屋
宮

芳
高

編
集
委
員
長

�
口

亘

編
集
委
員

小
池

一
義

〃

渡
辺

勤

『
東
京
電
機
卸
』

機
関
誌
編
集
委
員
会

７
月
（
文
月
）

７
月
２
日
（
火
）

時

分
〜

１３

３０

時

分

正
副
理
事
長
・
委

１４

３０

員
長
会
議
（
全
国
家
電
会
館
１

階
会
議
室
）

７
月
２
日
（
火
）

時

分
〜

１４

３０

時

分

理
事
会
（
同
）

１５

３０

７
月
５
日
（
金
）

時

分
〜

１４

３０

時

分

全
国
電
子
部
品
流

１６

３０

通
連
合
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
理
事
会

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
）

９
月
（
長
月
）

９
月
４
日
（
水
）
９
時

分
〜

３０

時

第

回
新
鋭
社
員
６
カ

１７

３５

月
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

（
全
国
家
電
会
館
１
階
会
議
室
）

９
月
６
日
（
金
）

時
〜

時

１４

１６

分

年
金
・
経
済
講
演
会（
全

３０国
家
電
会
館
５
階
講
堂
）

９
月

日
（
金
）

時
〜

時

１３

１２

１４

Ｊ
Ｅ
Ｐ
監
事
会
（
全
国
家
電

会
館
４
階
Ｂ
会
議
室
）

月
（
神
無
月
）

１０
月

日
〜

日（
火
〜
金
）

１０

１５

１８

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
４
（
幕

張
メ
ッ
セ
）

月

日
（
水
）

時
〜

時

１０

１６

１２

１３

分

Ｊ
Ｅ
Ｐ
理
事
会
（
東
京

２０ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

月

日
（
水
）

時

分
〜

１０

１６

１３

３０

時

Ｊ
Ｅ
Ｐ
第

回
通
常
総

１８

５０

会
（
同
）

月
（
霜
月
）

１１
月
８
日
（
金
）

時

分
〜

１１

１３

３０

時

分

正
副
理
事
長
・
委

１４

３０

員
長
会
議
（
全
国
家
電
会
館
１

階
会
議
室
）

月
８
日
（
金
）

時

分
〜

１１

１４

３０

時

分

理
事
会
（
同
）

１５

３０
月
８
日
（
金
）

時

分
〜

１１

１５

３０

時

組
合
講
演
会
（
全
国
家

１７電
会
館
５
階
講
堂
）

月

日
（
金
）
９
時

分
〜

１１

１５

３０

時

組
織
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ

１７ム
（
全
国
家
電
会
館
１
階
会
議

室
）月

（
師
走
）

１２
月
６
日
（
金
）

時
〜

時

１２

１８

２０

忘
年
会
（
上
野
「
伊
豆
栄
・

梅
川
亭
」）

☆
講
演
会
等
へ
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

～ 皆様へのお願い ～

東京都電機卸商業協同組合は、ＳＤＧｓ、カー
ボンニュートラルの実践のため、『東京電機
卸』のメール配信を進めております。ご協力
いただきますよう、お願いいたします。




